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軍
隊
生
活
四
十
七
ヵ
月
の
回
顧
　 

香
川
県
横
山
松
次
　 

家
庭
を
愛
し
て

私
は
昭
和
十
六
年
徴
集
の
現
役
兵
で
す
が
、
昭
和
十
一
年
四

月
よ
り
家
業
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
兄
は
昭
和
十
二
年
一

月
十
日
に
、
佐
世
保
海
兵
団
に
入
隊
し
た
。
咲
山
と
い
っ
て
坂

手
よ
り
二
里
も
離
れ
た
山
の
中
の
一
軒
家
で
す
。
家
業
は
春
の

鯛
網
を
三
升
（
ま
す
）
を
張
り
、
坂
手
で
は
一
番
の
大
漁
師
で

し
た
。
鯛
網
は
小
豆
島
で
は
一
番
古
い
元
祖
の
漁
で
し
た
。
漁

の
最
盛
期
に
は
、
何
十
貫
も
百
貫
匁
も
一
日
の
水
揚
げ
が
あ
っ

た
。

鯛
網
に
は
大
勢
の
人
を
使
っ
て
い
た
。
サ
ワ
ラ
も
良
い
日
に

は
百
貫
も
水
揚
げ
さ
れ
た
。
夏
秋
冬
は
父
と
二
人
で
漁
を
行
な

い
、
父
と
私
は
漁
の
合
間
に
は
畠
仕
事
を
し
て
い
た
。
母
は
農

業
専
門
で
し
た
。
水
田
五
反
、
果
樹
と
畠
が
五
反
以
上
も
あ
っ

た
。
日
曜
祝
日
も
ほ
と
ん
ど
休
む
こ
と
も
な
く
、
一
生
懸
命
家

業
を
手
伝
っ
て
い
た
。

昭
和
十
六
年
三
月
の
徴
兵
検
査
で
は
第
一
乙
種
合
格
で
し

た
。
兵
科
は
山
砲
隊
で
、
八
月
に
松
山
歩
兵
第
一
二
二
連
隊
入

隊
と
決
定
し
た
。
丁
度
こ
の
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
、
シ
ア
ト
ル
よ
り

父
の
末
の
妹
の
叔
母
が
下
の
子
供
二
人
を
連
れ
て
帰
っ
て
い

た
。
坂
手
の
母
屋
で
祖
母
の
所
に
い
ま
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ

カ
と
日
本
と
の
関
係
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
た
。
食
糧
も
配

給
で
他
の
物
資
も
少
な
く
、
生
活
も
次
第
に
苦
し
く
な
っ
て
い

っ
た
。
パ
ン
も
配
給
で
し
た
。
叔
母
は
食
べ
る
物
も
な
い
日
本



に
い
て
は
、
栄
養
失
調
に
な
る
と
い
っ
て
、
昭
和
十
六
年
十
月

末
、

日
本
よ
り
ア
メ
リ
カ
へ
の
最
後
の
船
便
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

そ
し
て
十
二
月
八
日
に
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
と
な
っ
た
。

兄
は
年
に
三
回
程
度
休
暇
で
家
に
帰
っ
て
い
た
が
日
米
開
戦

で
帰
れ
な
く
な
っ
た
。
当
時
の
出
征
兵
士
の
家
に
は
「
誉
れ
の

家
」
と
書
か
れ
た
木
製
の
表
札
型
の
物
が
玄
関
に
掛
け
ら
れ
て

い
た
。

兵
隊
に
い
く
年
頃
の
人
は
皆
戦
争
に
行
く
決
意
は
堅
く
、

血
沸
き
肉
踊
る
思
い
で
し
た
。
私
が
気
に
な
る
の
は
家
の
こ
と

と
病
弱
な
父
の
体
調
の
こ
と
で
し
た
。
父
は
次
男
の
私
が
兵
隊

に
行
け
ば
、
手
足
を
奪
わ
れ
た
も
同
様
だ
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
七
日
夜
、
親
戚
の
皆
さ
ん
、
友
達
も
大
勢

来
て
、
お
別
れ
の
祝
宴
が
賑
や
か
に
行
な
わ
れ
、
妹
が
「
暁
に

祈
る
」
を
踊
っ
て
く
れ
た
の
が
大
変
に
嬉
し
か
っ
た
。
両
親
も

兄
弟
も
祖
母
も
総
て
の
人
に
お
別
れ
を
言
っ
て
、
翌
朝
古
江
よ

り
乗
船
し
た
。

坂
手
村
か
ら
は
森
脇
桂
君
も
松
山
の
歩
兵
部
隊
に
入
隊
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
二
人
は
一
緒
に
行
っ
た
。
高
松
の
叔
父

さ
ん
宅
で
一
泊
。
九
日
朝
九
時
、
高
松
駅
発
軍
用
列
車
に
見
送

り
に
来
て
い
た
父
と
乗
車
し
た
。
当
時
小
豆
島
で
は
出
征
兵
士

を
団
体
で
、
見
送
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
高
松
で
は
大

勢
の
出
征
兵
士
が
乗
車
し
た
。
た
す
き
を
掛
け
た
国
防
婦
人
会

の
人
が
賑
や
か
に
見
送
り
を
し
て
い
た
。
こ
の
列
車
は
各
駅
停

車
で
次
々
と
出
征
兵
士
が
乗
っ
て
き
た
。
松
山
着
は
夕
方
で
し

た
。旅

館
で
一
泊
し
、
十
日
朝
衛
門
の
前
で
父
と
別
れ
、
松
山
歩

兵
第
一
二
二
連
隊
入
隊
。
同
日
、
独
立
混
成
第
十
一
旅
団
（
矛
）

砲
兵
隊
に
転
属
し
た
。
中
支
派
遣
軍
で
あ
っ
た
。
父
は
一
月
二

十
日
頃
に
面
会
に
来
て
く
れ
た
。
私
達
は
松
山
市
の
増
我
国
民

学
校
で
軽
訓
練
を
受
け
な
が
ら
出
発
の
日
を
待
っ
て
い
た
が
、

父
と
は
こ
れ
が
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
二
十
九
日

胃
潰
瘍
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。
私
が
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
の

は
六
月
中
旬
頃
で
あ
っ
た
。

名
誉
の
出
征

昭
和
十
七
年
二
月
十
日
の
夜
、
国
防
婦
人
会
の
方
々
の
歓
呼

の
声
や
旗
の
波
に
送
ら
れ
て
坂
出
港
を
出
航
し
た
。
私
は
元
よ

り
お
国
の
た
め
に
粉
骨
砕
身
、
生
き
て
祖
国
の
土
を
踏
ま
ぬ
覚

悟
で
出
征
し
た
。
荒
れ
狂
う
玄
界
灘
を
渡
り
十
六
日
江
蘇
省
呉

淞
、
官
村
鎮
着
、
独
立
混
成
第
十
一
旅
団
砲
兵
隊
第
一
中
隊
に



到
着
。
第
一
中
隊
は
山
砲
隊
、
第
二
中
隊
は
野
砲
隊
で
あ
る
。

私
が
所
属
す
る
部
隊
長
は
松
山
少
佐
、
中
隊
長
は
藤
田
中
尉
。

官
村
鎮
は
電
気
も
な
い
街
で
あ
っ
た
。
同
月
二
十
五
日
武
進
県

湟
里
鎮
に
移
動
後
、
九
四
式
山
砲
の
厳
し
い
訓
練
の
連
続
で
あ

っ
た
が
、
砲
兵
隊
は
解
散
。
四
月
十
七
日
曳
船
で
蘇
州
へ
、
四

月
二
十
日
独
立
混
成
第
十
一
旅
団
復
員
完
結
。
同
日
第
六
十
師

団
独
立
歩
兵
第
四
十
七
大
隊
に
転
属
。
七
月
一
日
歩
兵
砲
中
隊

に
編
成
編
入
完
結
。
第
四
十
七
大
隊
長
大
沢
大
佐
、
中
隊
長
畑

中
尉
、
教
官
山
本
少
尉
、
永
井
、
松
井
両
見
習
士
官
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
山
砲
出
身
者
は
一
、
二
班
で
連
隊
砲
で
す
。
三
、
四

班
は
大
隊
砲
で
あ
っ
た
。
七
月
二
日
山
砲
出
身
の
大
川
軍
曹
外

私
と
四
名
（
初
年
兵
）
が
大
平
橋
鎮
分
遣
隊
に
勤
務
し
た
が
、

勤
務
交
替
の
た
め
青
木
軍
曹
が
分
遣
隊
を
引
き
継
ぐ
際
、
互
い

に
■
銃
で
射
ち
合
い
、
二
人
共
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
。
私
は
九

月
二
日
、
中
隊
に
復
帰
し
た
。
二
人
の
死
は
私
の
前
途
に
マ
イ

ナ
ス
面
が
多
か
っ
た
。

第
四
十
七
大
隊
宜
興
に
移
動

昭
和
十
八
年
四
月
八
日
、
第
四
十
七
大
隊
は
蘇
州
よ
り
宜
興

に
移
動
。
兵
器
、
馬
は
貨
車
に
登
載
し
、
兵
員
は
客
車
で
常
州

駅
に
下
車
し
た
。
宜
興
ま
で
、
砲
弾
薬
は
■
駕
で
行
軍
し
た
。

こ
の
時
の
歩
兵
砲
中
隊
長
は
、
山
本
中
尉
で
あ
っ
た
。
宜
興
に

着
い
て
、
山
野
兵
長
を
長
と
し
て
私
と
三
名
は
尨
頭
山
分
遣
隊

に
配
属
さ
れ
た
。

尨
頭
山
に
は
第
四
中
隊
が
下
士
官
以
下
五
名
、

合
計
八
名
で
警
備
し
て
い
た
。
尨
頭
山
は
二
百
数
十
メ
ー
ト
ル

の
山
で
、
こ
の
陣
地
に
は
九
四
式
山
砲
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、

私
に
は
懐
か
し
い
お
得
意
の
砲
で
あ
る
。

頂
上
に
宿
舎
が
あ
り
四
方
が
見
渡
せ
る
。
宿
舎
の
屋
根
よ
り

落
ち
る
雨
水
を
溜
め
て
入
浴
を
し
て
い
た
。
こ
の
山
は
太
湖
の

西
側
に
当
り
、
右
前
方
は
太
湖
を
一
望
す
る
景
色
が
実
に
美
し

く
、
故
郷
の
瀬
戸
内
海
を
偲
ぶ
眺
で
あ
る
。
飲
料
水
は
労
務
者

が
下
界
よ
り
運
ん
で
く
れ
た
。
粛
正
の
た
め
下
界
に
行
く
が
、

帰
り
の
上
る
道
は
一
苦
労
で
し
た
。

同
年
六
月
末
、
私
は
中
隊
復
帰
し
た
。
七
月
一
日
付
、
部
隊

本
部
の
軍
医
、
高
橋
見
習
士
官
の
伝
令
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

本
部
で
の
勤
務
は
他
中
隊
の
伝
令
に
大
変
に
気
を
使
う
仕
事
で

あ
っ
た
。

同
年
九
月
三
十
日
廣
徳
作
戦
に
参
加
し
た
。
部
隊
長
は
須
川

大
佐
。
作
戦
参
謀
は
橋
本
大
尉
で
あ
っ
た
。
部
隊
本
部
で
の
勤



務
で
あ
っ
た
の
で
、
一
度
も
戦
闘
は
し
な
か
っ
た
。
部
隊
は
廣

徳
よ
り
さ
ら
に
奥
地
の
張
猪
鎮
に
駐
屯
し
た
。
歩
兵
砲
中
隊
も

張
猪
鎮
に
駐
留
し
て
い
た
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
末
、
中
隊
に
復
帰
。
張
猪
鎮
に
は
小
高

い
丘
の
上
に
三
八
年
式
野
砲
が
備
え
ら
れ
、
第
一
中
隊
が
整
備

し
て
い
た
。
十
二
月
一
日
。
落
合
兵
長
、
宇
南
山
上
等
兵
（
二

人
は
召
集
兵
で
年
輩
の
人
）
と
私
の
三
人
は
こ
の
野
砲
の
あ
る

陣
地
に
配
属
に
な
り
勤
務
し
た
。
小
銃
隊
よ
り
七
名
合
計
一
〇

名
で
あ
っ
た
。
こ
の
陣
地
は
第
六
十
師
団
の
最
前
線
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
中
旬
こ
ろ
、
中
隊
復
帰
命
令
で
中
隊
に
急

ぎ
帰
る
。
中
隊
で
は
作
戦
参
加
の
た
め
各
種
検
査
も
終
わ
り
、

出
動
準
備
を
整
え
出
動
を
待
っ
て
い
た
。

浙
■
沿
岸
作
戦
に
参
加

昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日
作
戦
命
令
が
出
た
。
内
海
汽
船
の

曳
船
で
宜
興
出
発
、
常
州
ま
で
水
路
を
進
み
、
人
馬
共
下
船
。

完
全
武
装
で
無
風
で
焼
け
付
く
炎
天
下
を
行
軍
し
た
。
早
く
も

日
射
病
で
倒
れ
る
者
が
数
名
い
た
。
そ
の
内
の
一
人
が
私
で
あ

っ
た
。
当
夜
は
常
州
の
警
備
部
隊
で
一
泊
、
翌
朝
常
州
駅
で
兵

器
弾
薬
、
馬
匹
は
貨
車
に
搭
載
し
、
兵
員
は
客
車
に
乗
車
。

作
戦
地
は
一
切
秘
密
で
将
校
に
も
知
ら
さ
れ
て
な
か
っ
た
。

終
着
駅
の
金
華
で
下
車
。
市
街
地
か
ら
か
な
り
離
れ
た
山
裾
の

淋
し
い
部
落
で
、
貧
弱
な
農
家
が
連
隊
砲
小
隊
の
宿
舎
と
な
っ

た
。
中
隊
と
は
、
か
な
り
離
れ
て
い
た
。
我
々
兵
、
下
士
官
に

初
め
て
作
戦
地
は
浙
江
省
の
温
州
と
告
げ
ら
れ
た
。
作
戦
準
備

訓
練
は
主
と
し
て
山
岳
地
帯
を
想
定
し
た
。
砲
の
駄
載
と
急
坂

道
の
昇
降
と
山
岳
地
帯
の
射
撃
訓
練
が
行
な
わ
れ
た
。
中
隊
命

令
は
完
全
軍
装
で
訓
練
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た

が
、
ほ
と
ん
ど
全
員
軽
装
で
出
て
い
た
。
私
は
、
も
し
作
戦
中

に
倒
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
実
に
苦
し
か
っ
た
が
、
一
度
も

軽
装
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
か
に
暑
く
と
も
い
か
に
苦

し
く
と
も
私
の
決
心
は
堅
か
っ
た
。
最
後
ま
で
完
全
軍
装
で
訓

練
に
励
ん
だ
。

約
一
ヵ
月
の
訓
練
で
耐
久
力
が
つ
き
、
元
気
一
杯
で
作
戦
に

参
加
で
き
る
自
信
が
付
い
た
。

作
戦
開
始

昭
和
十
九
年
八
月
十
八
日
、
金
華
出
発
。
旅
団
司
令
部
梨
岡

寿
男
少
将
。
独
立
歩
兵
第
四
十
七
大
隊
長
後
藤
学
少
佐
。
独
歩

第
五
十
大
隊
長
林
大
佐
。
第
六
十
一
師
団
集
成
大
隊
長
小
野
大



尉
。
独
歩
第
一
〇
四
大
隊
長
野
村
中
佐
。
我
が
歩
兵
砲
中
隊
長

山
本
義
男
中
尉
。
連
隊
砲
小
隊
長
秋
場
衛
少
尉
。
大
隊
砲
小
隊

長
保
坂
少
尉
。

麗
水
城
攻
略
の
た
め
、
旅
団
の
前
衛
は
我
が
後
藤
部
隊
で
敵

を
打
ち
破
り
進
撃
を
続
け
た
。
歩
兵
砲
中
隊
は
砲
を
駄
載
で
歩

兵
部
隊
の
後
方
を
行
軍
し
、
前
衛
隊
が
敵
を
駆
逐
す
る
銃
声
を

聞
き
つ
つ
進
ん
だ
。
砲
は
六
ツ
に
分
解
さ
れ
る
。
砲
身
、
搖
架
、

大
架
、
託
架
、
防
循
、
車
輪
、
以
上
の
順
に
駄
載
さ
れ
る
が
、

五
番
目
は
防
循
馬
と
し
て
、
防
循
を
馬
の
背
に
、
車
輪
は
馬
の

両
側
に
付
け
る
。
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
る
仙
霞

嶺
山
脈
を
越
え
る
行
軍
で
あ
る
。
休
憩
に
は
砲
、
弾
薬
を
馬
よ

り
降
ろ
し
、
馬
に
は
水
を
汲
み
呑
ま
せ
る
。
馬
の
蹄
鉄
を
点
検

し
落
鉄
の
保
護
に
努
め
る
。
出
発
の
号
令
で
砲
を
駄
載
す
る
。

全
員
休
む
暇
な
く
行
軍
が
続
行
さ
れ
る
。
次
第
に
人
馬
共
に
疲

労
が
激
し
く
な
る
。
つ
い
に
携
行
食
も
使
い
果
し
、
近
く
の
民

家
に
食
糧
を
求
め
て
行
く
が
何
に
も
無
い
。

あ
る
日
、
小
粒
の
蒸
し
馬
鈴
薯
が
一
握
り
配
給
さ
れ
雑
■
に

入
れ
た
。
行
軍
中
に
食
べ
よ
う
と
雑
■
に
手
を
入
れ
る
と
、
底

に
穴
が
開
い
て
馬
鈴
薯
は
一
粒
も
無
か
っ
た
。
麗
水
城
が
近
く

な
る
に
つ
れ
夜
行
軍
も
激
し
く
な
る
。
連
夜
の
行
軍
に
な
る
と

馬
に
曳
か
れ
て
眠
っ
た
ま
ま
歩
い
て
い
る
。
先
行
隊
を
追
っ
て

必
死
の
行
軍
が
続
い
た
。
木
の
繁
み
に
入
る
と
道
は
真
暗
闇
で

ほ
と
ん
ど
何
も
見
え
な
い
。
行
軍
中
崖
を
下
る
の
に
馬
を
空
に

し
て
、
転
落
防
止
の
た
め
馬
の
尻
尾
に
ロ
ー
プ
を
結
び
何
人
か

が
上
か
ら
ロ
ー
プ
を
引
き
、
馬
を
下
に
降
ろ
し
て
進
ん
だ
。

砲
、
弾
薬
、
鞍
も
人
力
で
分
解
搬
送
し
た
。
連
隊
砲
は
、
九

四
山
砲
よ
り
重
い
。
砲
身
で
八
六
キ
ロ
搖
架
が
一
番
重
く
、
九

四
キ
ロ
は
あ
る
。
二
人
で
担
い
で
行
く
の
で
大
変
で
す
。
私
は

何
事
も
率
先
し
て
隊
の
た
め
に
必
死
で
働
い
た
。
麗
水
城
は
金

華
と
温
州
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
飛
行
場
も
有
す
る
敵
の
重

要
拠
点
で
あ
る
。
後
藤
部
隊
は
旅
団
の
到
着
も
待
た
ず
夜
襲
戦

を
敢
行
し
、
城
門
に
接
近
し
梯
子
を
掛
け
、
城
壁
に
登
り
、
城

内
戦
で
敵
を
壊
滅
さ
せ
占
領
し
た
。
城
門
近
く
の
河
に
敵
の
死

者
が
数
百
人
も
落
ち
浮
ん
で
い
た
。

歩
兵
砲
中
隊
も
よ
う
や
く
目
的
の
麗
水
城
に
至
り
二
日
間
の

大
休
止
と
な
っ
た
。
高
田
一
等
兵
は
疲
労
の
た
め
に
力
尽
き
死

亡
し
た
。
兵
器
の
点
検
手
入
れ
、
鞍
傷
馬
の
手
当
、
休
む
暇
も

な
く
全
員
が
徹
夜
で
食
糧
の
確
保
に
必
死
に
な
っ
た
。
幸
に
農



家
に
は
■
米
は
沢
山
あ
っ
た
。
唐
臼
、
唐
箕
、
ケ
ン
ド
、
な
ど

を
使
用
し
、
水
車
を
廻
し
て
白
米
が
出
来
た
。
農
業
出
身
者
は

道
具
の
使
用
法
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
携
行
食
も
確
保
出
来
た
。

温
州
目
指
し
て
苦
闘
の
進
撃

温
州
に
通
ず
る
道
の
左
側
は
甌
江
の
川
で
何
十
メ
ー
ト
ル
も

の
深
い
断
崖
が
多
く
、
敵
は
我
が
軍
の
進
行
を
阻
止
す
る
た
め
、

道
路
を
爆
破
し
た
の
が
数
か
所
も
あ
る
。
我
が
工
兵
隊
は
応
急

修
理
に
丸
太
を
数
本
並
べ
て
い
る
が
、
一
歩
で
も
踏
み
外
す
と
、

十
数
メ
ー
ト
ル
の
断
崖
に
転
落
す
る
。
砲
、
弾
薬
は
二
人
で
担

い
で
分
解
搬
送
し
、
馬
は
一
頭
づ
つ
慎
重
に
渡
す
。
真
暗
闇
の

中
で
、
小
隊
長
の
兵
員
に
注
意
を
促
が
す
声
が
闇
の
中
で
響
い

て
い
た
。
そ
の
時
一
頭
の
馬
が
谷
底
に
落
ち
た
、
馬
は
骨
折
で

再
起
不
能
と
な
っ
た
。
こ
の
馬
部
隊
の
必
死
の
苦
闘
は
他
部
隊

で
は
誰
も
計
り
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
真
実
で
あ
る
。

友
軍
の
援
護
射
撃
な
ど
行
な
い
つ
つ
河
原
を
進
み
集
落
に
入

っ
た
。
篠
原
一
等
兵
は
哀
れ
、
歩
行
も
息
も
乱
れ
、
つ
い
に
死

亡
し
た
。
ま
た
も
食
糧
が
な
く
な
っ
た
。
■
入
り
の
米
で
雑
炊

を
煮
た
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
少
し
平
坦
な
所
に
来
る
と
畑

に
は
、
砂
糖
黍
が
い
た
る
所
に
沢
山
あ
っ
た
。
皆
、
砂
糖
黍
を

し
ゃ
ぶ
り
な
が
ら
黙
々
と
歩
い
た
。
川
の
流
れ
の
中
を
歩
く
の

で
皆
足
を
痛
め
歩
行
が
大
変
で
あ
っ
た
。

山
の
方
向
か
ら
突
然
に
迫
撃
砲
の
砲
撃
に
あ
っ
た
。
砲
撃
の

炸
裂
す
る
中
を
人
馬
の
間
隔
を
取
り
、
砲
撃
を
無
視
し
て
進
行

し
た
。

集
落
に
入
り
民
家
で
宿
営
し
た
。
温
州
に
到
着
し
た
時
は
、

部
隊
本
部
よ
り
三
日
も
遅
れ
て
い
た
。

温
州
無
血
入
城

九
月
九
日
朝
出
発
、
天
長
領
の
長
い
峠
道
を
進
む
、
下
り
坂

に
来
る
と
温
州
の
街
並
み
が
見
え
る
。
無
血
入
城
と
、
温
州
の

街
並
み
を
見
て
皆
歓
喜
し
た
。
こ
の
峠
よ
り
石
段
の
下
り
坂
で
、

そ
の
石
段
の
中
程
に
来
た
時
、
砲
の
表
尺
を
上
下
す
る
蝸
状
螺

桿
転
輪
が
紛
失
し
た
こ
と
に
気
付
き
報
告
し
た
が
、
中
隊
は
そ

の
ま
ま
進
み
城
内
に
入
る
。

街
の
中
は
無
気
味
な
程
静
ま
り
、
馬
蹄
と
軍
靴
の
音
が
異
様

に
響
い
て
い
た
。

中
隊は
そ
の
夜
は
丘
に
あ
る
寺
に
宿
営
し
た
。

清
水
分
隊
長
の
戦
死

十
日
朝
、
清
水
分
隊
長
は
中
隊
で
一
番
元
気
な
人
と
い
っ
て

松
本
上
等
兵
と
私
を
指
名
し
た
。
清
水
伍
長
は
私
と
同
期
で
、



下
士
官
候
補
の
分
隊
長
、
松
本
君
は
一
期
下
の
上
等
兵
で
す
。

私
達
二
人
は
帶
剣
と
小
銃
携
行
で
、
昨
日
紛
失
し
た
蝸
状
螺
桿

転
輪
を
探
し
に
三
人
で
出
発
し
た
。
異
様
に
静
か
な
街
中
を
進

み
郊
外
に
出
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
し
た
。
細
い
田
圃
道
を

進
み
、
昨
日
通
っ
た
石
段
の
あ
る
坂
道
に
至
り
、
私
は
先
に
ト

ン
ト
ン
と
石
段
の
中
腹
ま
で
登
り
松
の
木
の
下
で
二
人
を
待
っ

て
い
た
、
よ
う
や
く
二
人
が
来
た
の
で
三
人
が
横
に
並
び
二
、

三
歩
進
ん
だ
時
、
す
ぐ
前
方
の
林
の
中
よ
り
突
然
に
機
関
銃
で

乱
射
し
て
き
た
。
私
達
は
身
を
隠
す
と
こ
ろ
も
な
く
一
目
散
に

下
へ
向
か
っ
て
走
っ
た
。
分
隊
長
が
倒
れ
て
足
を
射
た
れ
た
と

言
っ
た
。
私
が
走
り
寄
り
分
隊
長
の
足
を
見
た
が
異
常
は
な
い
。

私
は
分
隊
長
に
代
わ
り
「
松
本
は
一
番
前
、
二
番
は
分
隊
長
の

順
に
走
れ
」
と
大
声
で
言
っ
て
必
死
に
走
っ
た
。

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
走
る
と
、
分
隊
長
は
右
に
飛
ぶ
よ
う

に
し
て
田
圃
の
中
に
ウ
ー
と
呻
き
声
で
倒
れ
た
。
私
が
走
り
寄

り
抱
き
起
し
た
時
は
既
に
息
は
絶
え
て
い
た
。
首
の
後
か
ら
下

顎
に
銃
弾
が
貫
通
し
て
い
た
。
雨
霰
の
ご
と
き
銃
弾
で
私
の
身

辺
は
物
凄
い
勢
の
水
柱
が
立
ち
込
め
て
い
た
。
私
は
素
早
く
分

隊
長
の
■
銃
と
帶
剣
を
外
し
た
。
松
本
上
等
兵
に
走
れ
の
合
図

で
二
人
は
必
死
に
走
っ
た
。
部
落
の
近
く
に
来
る
と
敵
の
射
撃

も
止
る
。

他
中
隊
の
准
尉
さ
ん
に
会
っ
た
。
事
件
の
こ
と
を
話
す
と
、

仇
を
取
っ
て
や
る
と
言
う
の
で
随
行
し
た
が
、
機
関
銃
の
猛
射

を
受
け
一
歩
も
前
進
で
き
ず
、
私
達
は
急
ぎ
中
隊
に
帰
り
事
情

を
報
告
し
た
。
中
隊
長
は
二
人
の
無
事
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
夕

方
遺
体
収
容
に
出
発
し
た
。

私
が
先
頭
に
立
ち
道
案
内
を
し
た
。

郊
外
に
出
る
と
夕
暮
れ
で
あ
る
。
細
い
田
圃
道
を
行
く
。
よ
う

や
く
清
水
分
隊
長
を
発
見
、
あ
た
り
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。

分
隊
長
の
遺
体
は
担
架
で
運
ば
れ
た
。
分
隊
長
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
は
時
計
ば
か
り
が
コ
チ
コ
チ
と
時
を
刻
ん
で
い
た
。
遺
体
は

そ
の
夜
の
内
に
火
葬
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
中
国
第
三
戦
区
の
暫
編
三
十
三
師
、
新
編
二
十
四

師
、
国
際
突
撃
第
三
団
（
連
隊
）
は
温
州
を
攻
略
せ
ん
と
行
動

を
開
始
し
て
い
た
。
突
撃
第
三
団
は
自
動
小
銃
を
携
行
し
、
米

軍
の
ト
ツ
チ
少
佐
が
参
謀
で
あ
っ
た
。

連
隊
砲
は
甌
江
下
流
の
寧
村
へ

九
月
十
一
日
、
連
隊
砲
小
隊
は
、
配
属
の
寧
村
に
行
く
途
中

弾
薬
馬
の
一
頭
が
疲
労
の
た
め
、
力
尽
き
倒
れ
て
死
ん
だ
。
我



が
小
隊
に
は
、
配
属
は
小
銃
隊
一
個
分
隊
だ
け
だ
っ
た
。
温
州

東
方
二
〇
キ
ロ
地
点
の
寧
村
で
陣
地
構
築
を
開
始
し
た
。
浙
■

沿
岸
作
戦
の
目
的
は
米
軍
の
上
陸
を
水
際
で
撃
退
す
る
任
務
で

あ
る
。
十
六
日
に
部
隊
本
部
よ
り
速
や
か
に
温
州
に
戻
れ
と
の

命
令
で
あ
る
。
夕
暮
れ
時
寧
村
を
出
発
、
馬
に
は
靴
「
草
鞋
」

を
履
か
せ
る
。
防
音
装
置
で
あ
る
。
敵
の
銃
撃
を
受
け
な
が
ら

夜
行
軍
は
粛
々
と
行
な
わ
れ
、
敵
中
を
突
破
し
て
十
七
日
未
明
、

温
州
東
部
の
塔
高
地
の
地
点
に
進
出
し
次
の
命
令
を
待
っ
て
い

た
。

連
隊
砲
小
隊
の
活
躍

小
隊
長
の
号
令
で
田
圃
の
空
地
に
砲
を
据
え
た
。
前
方
の
塔

よ
り
敵
の
有
力
な
重
機
関
銃
の
猛
射
を
受
け
、
兵
は
皆
頭
を
地

に
伏
せ
た
ま
ま
身
動
き
が
で
き
な
い
。
ロ
ー
プ
に
弾
薬
を
縛
り

引
き
寄
せ
、
弾
薬
を
装
■
し
発
射
し
た
。
二
発
で
塔
の
度
真
中

に
命
中
し
物
凄
い
炸
裂
音
と
共
に
黒
煙
が
舞
い
上
が
っ
た
。
第

一
中
隊
は
同
時
に
突
撃
し
塔
高
地
を
占
拠
し
た
。
連
隊
砲
も
直

ち
に
前
進
し
た
。
敵
の
連
（
中
隊
）
隊
長
ほ
か
多
数
の
兵
士
が

折
り
重
な
り
斃
れ
て
い
た
。
連
隊
砲
は
常
に
友
軍
の
援
護
射
撃

で
目
標
を
一
乃
至
二
発
で
撃
破
し
、
東
奔
西
走
、
息
付
く
暇
も

無
い
猛
攻
撃
を
続
け
た
。

営
盤
山
は
第
二
中
隊
陣
地
で
、
我
が
大
隊
砲
が
配
属
に
な
っ

て
い
た
。
数
日
前
の
敵
と
交
戦
の
折
、
迫
撃
砲
弾
の
直
撃
を
受

け
、
大
隊
砲
は
破
損
し
使
用
不
能
と
な
る
。
保
坂
少
尉
外
数
名

の
戦
死
者
と
、
数
名
の
負
傷
者
が
歩
兵
砲
に
出
た
。
第
二
中
隊

は
ほ
と
ん
ど
戦
死
傷
者
が
出
て
、
中
隊
長
貫
井
大
尉
以
下
十
数

名
に
な
っ
て
い
た
。

中
国
軍
二
個
師
団
と
国
際
突
撃
連
隊
が
温
州
包
囲
網
を
縮
め

奪
回
を
目
差
し
猛
攻
撃
を
開
始
し
て
い
た
。
営
盤
山
陣
地
は
敵

に
奪
回
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
敵
陣
に
連
隊
砲
の
砲
撃
は
一
発
目

か
ら
命
中
し
た
。
距
離
は
三
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
発
射
、
数
発

陣
地
に
射
ち
込
ん
だ
。
敵
陣
地
は
負
傷
者
が
続
出
し
担
架
が
次

々
と
山
を
下
っ
て
い
た
。
第
三
中
隊
の
増
援
で
同
夜
十
数
名
の

貫
井
隊
員
は
決
死
の
夜
襲
戦
で
再
び
陣
地
を
奪
回
し
た
。

梨
岡
旅
団
主
力
は
甌
江
左
岸
下
流
で
対
米
軍
戦
闘
に
備
え
る

陣
地
構
築
が
任
務
で
、
温
州
守
備
の
我
が
後
藤
部
隊
は
、
独
自

に
こ
の
二
十
数
倍
の
敵
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。

攻
撃
は
最
大
の
防
御

後
藤
部
隊
長
は
「
攻
撃
は
最
大
の
防
御
」
と
包
囲
す
る
敵
の



大
軍
に
対
し
、
総
司
令
部
の
あ
る
平
山
に
総
攻
撃
を
決
意
し
た
。

作
戦
命
令
に
よ
り
各
中
隊
は
夜
明
け
前
に
温
州
を
出
発
、
猪
捕

山
で
連
隊
砲
の
隊
列
が
敵
に
狙
撃
さ
れ
二
人
の
負
傷
者
と
、
馬

一
頭
が
貫
通
銃
創
さ
れ
た
。
連
隊
の
大
隊
砲
は
友
軍
を
支
援
し

敵
の
重
火
器
に
的
確
な
る
射
弾
を
浴
び
せ
、
敵
陣
を
次
々
陥
し

入
れ
、
敵
を
敗
走
さ
せ
、
翌
日
温
州
に
帰
っ
た
。

こ
の
頃
、
歩
兵
砲
中
隊
は
甌
海
病
院
を
宿
舎
に
し
て
い
た
。

営
盤
山
の
総
攻
撃
に
失
敗
し
た
敵
軍
は
再
攻
撃
の
態
勢
を
整
え

た
が
、
わ
が
部
隊
の
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
度
重
な
る
果
敢
な
る
出

撃
戦
法
で
敵
軍
は
全
面
撤
退
し
た
。
同
年
十
一
月
一
日
私
は
中

隊
長
伝
令
を
命
ぜ
ら
れ
、
作
戦
討
伐
に
は
伝
令
で
活
躍
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
十
日
、
中
隊
の
兵
器
係
助
手
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
こ
の
頃
は
温
州
の
住
民
も
戻
り
店
舗
も
再
開
さ
れ
賑
や
か

に
な
っ
て
い
た
。
私
は
同
年
二
月
一
日
付
で
よ
う
や
く
陸
軍
兵

長
に
進
級
し
た
。
作
戦
に
は
夜
間
の
出
撃
が
多
か
っ
た
。
敵
と

の
夜
間
の
接
近
戦
に
は
合
言
葉
が
決
め
ら
れ
、
全
員
防
音
装
置

を
施
し
、
地
下
足
袋
を
着
用
し
、
白
の
腕
章
、
白
襷
き
姿
で
行

動
し
、
馬
に
は
草
鞋
を
履
か
せ
敵
に
接
近
し
攻
撃
を
行
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
駄
載
の
馬
も
隊
員
全
員
が
草
や
木
の
葉

で
偽
装
し
て
前
進
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
愛
馬
と
共
に
勇
猛
果

敢
に
よ
く
戦
い
大
勝
利
を
得
た
。
我
に
二
十
数
倍
の
敵
軍
を
、

温
州
警
備
の
後
藤
部
隊
が
敵
を
壊
滅
さ
せ
た
。
正
に
梨
岡
旅
団

の
虎
の
子
と
呼
ば
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
名
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
五
日
、
独
立
混
成
第
八
十
九
旅
団（
至

純
）

、
独
立
歩
兵
第
五
二
四
大
隊
に
転
属
編
成
完
了
。
こ
の
作

戦
の
目
的
は
上
陸
す
る
米
軍
を
水
際
で
撃
破
す
る
こ
と
が
連
隊

砲
の
特
殊
任
務
で
あ
る
。

対
米
戦
闘
訓
練
は
再
三
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
温
州
後
方
の
平
山
の
戦
闘
で
、
大
隊
砲
の
浜
本
勲
上
等
兵

が
戦
死
し
た
。
彼
は
初
年
兵
の
頃
私
と
、
大
平
橋
分
遣
隊
で
一

緒
に
勤
務
し
た
一
人
で
し
た
。
彼
は
香
川
県
の
出
身
で
し
た
。

温
州
撤
退
作
戦

撤
退
に
先
立
ち
、
捕
虜
は
所
要
の
取
り
調
べ
後
、
再
び
軍
隊

に
復
帰
す
る
な
と
諭
し
釈
放
し
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
三
日
、
連
隊
砲
小
隊
は
塔
高
地
南
端

に
位
置
し
、
各
中
隊
の
撤
退
を
砲
撃
で
援
助
し
た
。
夜
に
入
り

八
時
頃
営
盤
山
方
面
に
爆
発
が
し
た
。
地
雷
の
爆
裂
音
で
あ
る
。

遥
か
後
方
で
も
爆
発
の
火
花
が
散
っ
て
い
た
。

各
中
隊
は
渡
河
を
終
了
し
た
。
心
配
さ
れ
て
い
た
敵
の
襲
撃



も
な
く
、
工
兵
隊
の
用
意
さ
れ
た
船
で
人
馬
共
無
事
に
渡
河
を

終
了
し
た
。
後
藤
部
隊
は
旅
団
の
後
衛
隊
と
な
り
雨
の
中
を
駄

載
で
行
軍
し
た
。
我
が
歩
兵
砲
中
隊
は
そ
の
夜
は
甌
江
左
岸
の

集
落
に
宿
営
し
、
早
朝
出
発
し
た
。
そ
し
て
数
日
後
、
台
州
の

東
を
流
れ
る
河
を
船
で
渡
河
し
、
嶺
口
を
過
ぎ
し
ば
ら
く
進
行

し
小
休
止
と
な
っ
た
。

連
隊
砲
と
速
射
砲
に
射
撃
命
令

旅
団
司
令
部
よ
り
「
右
の
丘
の
上
に
敵
影
あ
り
、
後
藤
部
隊

の
連
隊
砲
と
速
射
砲
は
直
ち
に
射
撃
せ
よ
」
と
命
令
さ
れ
た
。

秋
場
小
隊
長
の
号
令
に
よ
り
湯
浅
分
隊
長
に
射
撃
方
向
が
示
さ

れ
た
。
砲
手
は
素
早
く
砲
を
据
え
る
位
置
に
駐
鋤
溝
を
掘
り
砲

を
組
ん
だ
。
観
測
班
は
目
標
に
対
し
既
に
測
距
、
測
角
も
終
わ

っ
て
い
た
。
温
州
攻
防
戦
で
百
戦
錬
磨
の
わ
が
連
隊
砲
は
実
に

迅
速
確
実
に
準
備
作
業
を
完
了
し
た
。

目
標
に
射
撃
を
開
始
し
た
。
一
発
目
か
ら
射
弾
は
目
標
の
中

心
部
に
着
弾
し
た
。
続
い
て
数
発
連
続
発
射
し
た
。
同
一
目
標

に
射
撃
を
命
ぜ
ら
れ
た
速
射
砲
は
、
わ
が
連
隊
砲
が
射
撃
を
完

了
後
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
、
よ
う
や
く
射
撃
を
開
始
し
た
が
、

弾
着
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
連
隊
砲
と
速
射
砲
の
競
射
は
近
く
で
梨
岡
旅
団
長
、
後

藤
部
隊
長
、
速
射
砲
の
隊
長
、
わ
が
中
隊
長
の
見
守
る
中
で
行

な
わ
れ
た
。
敵
状
は
何
の
変
化
も
な
か
っ
た
。
こ
の
度
の
行
軍

は
平
坦
地
が
多
く
敵
の
妨
害
も
無
く
楽
な
行
軍
で
あ
る
。

第
六
軍
司
令
官
後
藤
部
隊
を
出
迎
え
る

わ
が
後
藤
部
隊
は
奉
化
に
到
着
し
た
。
第
六
軍
司
令
官
、
十

川
次
郎
中
将
閣
下
は
杭
州
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
奉
化
に
出
向
き
わ

が
部
隊
を
迎
え
た
。
梨
岡
旅
団
の
代
表
で
、
第
六
軍
司
令
官
閣

下
の
閲
兵
分
列
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
温
州
作
戦
で
武
勲

赫
々
た
る
わ
が
部
隊
は
、
撤
退
作
戦
で
は
最
も
重
要
な
後
衛
隊

の
任
務
を
果
し
た
。
閲
兵
分
列
行
進
は
形
通
り
行
な
わ
れ
た
。

部
隊
将
兵
は
歩
武
堂
々
と
し
て
、
軍
司
令
官
の
出
迎
え
に
応
え

た
。

奉
化
で
陣
地
構
築
作
業

歩
兵
砲
中
隊
は
、
奉
化
の
市
街
に
あ
る
小
学
校
を
宿
舎
に
し

た
。
奉
化
県
の
近
く
に
■
介
石
総
統
の
生
れ
故
郷
の
渓
口
鎮
が

あ
る
。
連
隊
砲
小
隊
は
宿
舎
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
小
高
い
丘
の

麓
に
炎
天
下
の
中
を
毎
日
砲
陣
地
の
構
築
を
続
け
て
い
た
。
奉

化
で
討
伐
に
一
度
駄
載
で
出
動
し
た
が
、
敵
に
は
遭
遇
し
な
か



っ
た
。

八
月
十
二
日
突
然
、
部
隊
に
出
動
命
令
が
出
た
。
杭
州
に
向

か
っ
て
行
軍
を
開
始
し
た
が
将
校
に
も
誰
に
も
行
先
は
判
ら
な

か
っ
た
。
連
隊
砲
は
■
駕
で
部
隊
の
後
方
を
行
軍
し
た
。

八
月
十
七
日
夜
行
軍
が
行
な
わ
れ
た
。
午
後
七
時
ご
ろ
道
路

上
で
休
憩
中
に
日
本
が
降
伏
し
た
こ
と
が
判
っ
た
。
部
隊
が
粛

山
の
街
に
入
る
と
目
抜
き
通
り
に
は
中
国
旗
が
軒
並
に
掲
げ
ら

れ
、
■
介
石
万
歳
と
書
か
れ
て
い
る
。

終

戦

初
め
は
日
本
が
降
伏
し
た
こ
と
は
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
軒
並
に
掲
げ
ら
れ
た
旗
を
見
て
、
本
当
な
の
か
と
地
団

太
踏
み
つ
つ
行
軍
が
続
け
ら
れ
、
杭
州
の
銭
塘
江
の
日
本
軍
施

設
の
宿
舎
に
至
り
、
温
州
よ
り
四
〇
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
行
軍
は

終
わ
っ
た
。

こ
の
宿
舎
で
十
日
程
過
ぎ
た
。
八
月
二
十
八
日
、
部
隊
は
上

海
に
移
動
し
た
。
わ
が
中
隊
は
杭
州
で
貨
車
に
兵
器
、
馬
を
積

み
、
兵
員
は
客
車
で
上
海
駅
で
下
車
、
東
亜
同
文
書
院
の
宿
舎

に
入
る
。

同
文
書
院
内
で
の
宿
営
は
し
ば
ら
く
続
い
た
が
部
隊
は
呉
淞

地
区
に
移
動
し
た
。
同
文
書
院
に
は
深
沢
少
尉
、
兵
器
係
下
士

官
一
名
、
横
山
、
大
須
賀
、
曽
我
部
の
計
五
名
で
毎
日
兵
器
の

監
視
で
約
一
ヵ
月
間
、
寂
し
く
武
装
解
除
の
日
を
待
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
私
が
宿
舎
外
に
い
る
と
、
中
国
の
中
尉
さ
ん
が
巡

察
に
来
た
。
私
が
不
動
の
姿
勢
で
敬
礼
す
る
と
、
彼
の
中
尉
さ

ん
は
に
っ
こ
り
微
笑
み
答
礼
し
た
。

あ
る
日
、
私
と
曽
我
部
、
大
須
賀
の
三
人
で
外
出
し
た
。
衛

門
は
中
国
兵
で
守
備
さ
れ
て
い
た
が
許
さ
れ
た
。
街
を
少
し
歩

い
た
。
日
本
国
発
行
の
軍
票
は
使
用
出
来
な
か
っ
た
。
曽
我
部

が
中
国
紙
幣
を
少
し
持
っ
て
い
た
の
で
、
中
華
そ
ば
一
杯
を
各

自
食
べ
て
帰
っ
て
来
た
。
衛
門
に
来
る
と
先
日
の
中
尉
さ
ん
が

い
て
、
私
達
を
衛
門
の
す
ぐ
横
の
部
屋
に
連
れ
て
行
き
、
当
番

兵
に
命
じ
て
茶
を
入
れ
た
り
菓
子
や
ら
米
軍
の
乾
パ
ン
、
缶
詰

な
ど
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
時
、
中
尉
さ
ん
曰
く
、「
中
国
と
日
本
国
は
こ
れ
か
ら

は
仲
良
く
手
を
取
り
合
い
互
い
に
助
け
合
っ
て
行
か
ね
ば
い
け

な
い
」
と
言
っ
た
。
日
中
戦
争
は
日
本
軍
が
長
年
に
わ
た
り
侵

略
を
犯
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
日
本
兵
に
対
し
寛

大
な
る
気
持
ち
、
心
で
接
し
て
く
れ
た
こ
と
は
実
に
有
難
く
感



謝
の
外
は
な
か
っ
た
。

武
装
解
除

十
月
十
五
日
、
武
装
解
除
は
東
亜
同
文
書
院
の
広
い
構
内
で

行
な
わ
れ
た
。
重
砲
、
高
射
砲
と
重
火
器
の
順
に
帶
剣
、
■
銃

に
至
る
ま
で
奇
麗
に
並
べ
ら
れ
た
。

向
い
側
の
列
は
、
重
戦
車
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
牽
引
車
、
乗

用
車
、
自
動
二
輪
車
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
日
中
の
立
会

い
の
上
、
中
国
側
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
私
の
軍
隊
生
活

の
総
て
の
任
務
は
終
わ
っ
た
。

集
中
営

集
中
営
と
は
梨
岡
旅
団
が
呉
淞
の
一
個
所
で
生
活
し
て
い

る
、
日
本
軍
の
捕
虜
収
容
所
で
あ
る
。
私
達
は
走
歩
で
こ
の
集

中
営
へ
急
い
だ
。
集
中
営
は
日
本
の
工
兵
隊
が
古
材
で
建
て
た

長
屋
で
、
屋
根
は
ト
タ
ン
葺
き
、
側
壁
は
ア
ン
ペ
ラ
囲
い
、
窓

も
ア
ン
ペ
ラ
張
り
で
、
窓
の
戸
は
下
か
ら
上
に
押
し
出
す
。
中

隊
で
は
皆
本
を
読
ん
だ
り
、
英
会
話
の
勉
強
を
し
て
い
た
。

梨
岡
劇
団
が
結
成
さ
れ
、
座
長
に
は
浅
草
の
女
剣
劇
に
い
た

大
江
伝
次
郎
で
し
た
。
各
部
隊
よ
り
芝
居
好
き
の
者
が
集
ま
り

行
な
わ
れ
た
。
衣
装
や
道
具
も
一
通
り
揃
っ
て
い
た
。「
大
利

根
慕
情
」
で
平
手
造
酒
に
扮
し
た
大
江
伝
次
郎
の
芸
は
見
事
な

も
の
で
あ
っ
た
が
、
照
明
灯
に
照
ら
さ
れ
た
舞
台
も
格
別
に
良

か
っ
た
。
後
藤
部
隊
で
は
各
中
隊
の
対
抗
運
動
会
な
ど
行
な
わ

れ
た
。
歩
兵
砲
中
隊
は
何
の
競
技
に
も
優
秀
で
あ
っ
た
。

帰

国

昭
和
二
十
年
十
二
月
二
日
、
第
一
次
帰
国
者
の
名
前
が
発
表

さ
れ
た
。
帰
国
し
て
そ
の
日
か
ら
働
け
る
生
活
に
何
の
支
障
も

無
い
人
が
優
先
さ
れ
た
。
私
の
名
前
も
あ
っ
た
。
中
隊
で
十
数

名
い
ま
し
た
。

同
十
二
月
二
十
五
日
皆
に
挨
拶
し
て
集
中
営
を
出
発
。
二
十

六
日
朝
、
港
で
携
行
品
の
検
査
を
受
け
乗
船
、
二
十
七
日
出
航
、

二
十
一
年
一
月
一
日
早
朝
、
鹿
児
島
港
上
陸
。
鹿
児
島
の
宿
舎

で
一
泊
、
二
日
に
復
員
列
車
に
乗
車
し
た
。

努
力
を
す
れ
ば
幸
せ
が
来
る

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
日
朝
、
鹿
児
島
駅
発
東
京
行
復
員
列

車
に
乗
車
し
た
。
岡
山
駅
は
三
日
の
朝
だ
っ
た
。
宇
野
港
よ
り

高
松
に
渡
る
。
高
松
港
は
十
二
時
頃
だ
っ
た
。
高
松
市
は
空
襲

で
駅
と
玉
藻
公
園
を
残
し
他
は
丸
焼
け
で
、
栗
林
公
園
ま
で
一

望
で
き
た
。
戦
前
片
原
町
で
「
吉
野
寿
司
」
と
い
う
寿
司
屋
を



営
ん
で
い
た
叔
父
さ
ん
を
た
ず
ね
る
こ
と
に
し
た
。
時
た
ま
バ

ラ
ッ
ク
建
て
の
民
家
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
聞
い
た
。
夕
方
ま

で
歩
き
続
け
て
、
栗
林
公
園
の
近
く
に
疎
開
し
て
い
た
叔
父
さ

ん
夫
婦
を
探
し
当
て
た
。
皆
無
事
で
良
か
っ
た
で
す
。
私
が
無

事
に
帰
国
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
く
れ
た
。

叔
父
さ
ん
宅
で
一
泊
し
た
時
に
祖
母
が
終
戦
の
日
に
死
亡
し

た
こ
と
を
聞
き
、
私
は
涙
が
と
め
ど
も
な
く
出
た
。
祖
母
に
は

私
は
大
変
可
愛
が
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

一
月
五
日
、
親
兄
弟
の
い
る
小
豆
島
の
坂
手
に
帰
っ
た
。
す

ぐ
咲
山
に
行
っ
た
。

私
の
突
然
の
帰
宅
に
母
も
兄
も
皆
驚
い
た
。

苦
労
し
た
か
母
の
髪
は
白
く
な
っ
て
い
た
。
兄
は
海
軍
で
九
年
、

軍
艦
が
沈
没
し
三
回
も
泳
い
だ
そ
う
で
す
。
一
つ
歳
下
の
弟
は

善
通
寺
師
団
勤
務
で
無
事
で
し
た
。
そ
の
夜
は
戦
争
の
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。
そ
し
て
互
い
に
無
事
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

兄
は
戦
時
中
に
美
し
い
人
と
結
婚
し
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
の
叔
母
さ
ん
の
長
男
は
東
京
の
空
襲
に
は
再
三
参
加
し
た
そ

う
で
す
。
私
達
は
間
接
的
に
は
い
と
こ
同
士
で
戦
っ
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
戦
後
は
仙
台
の
米
航
空
機
基
地
に
駐
屯
し
て

い
ま
し
た
。

私
が
戦
前
六
年
間
父
に
教
え
を
受
け
た
「
四
秀
の
漁
」
の
技

術
を
発
揮
す
る
時
が
き
ま
し
た
。
技
術
は
成
功
し
問
題
は
な
か

っ
た
が
、
戦
前
よ
り
少
し
ず
つ
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

二
、
三
年
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
。
昭
和
二

十
四
年
頃
か
ら
ま
す
ま
す
漁
獲
量
は
減
少
す
る
ば
か
り
で
し

た
。私

は
母
と
姉
の
す
す
め
で
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
日
に

結
婚
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
の
春
、
鶏
舎
を
建
て
一
〇
〇

羽
の
養
鶏
を
始
め
、
妻
の
内
職
と
し
て
収
入
の
増
加
を
計
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
翌
年
は
二
〇
〇
羽
、
次
に
三
〇
〇
羽
と

し
た
。

漁
業
は
一
年
一
年
漁
獲
量
は
減
少
し
て
い
た
。
二
十
六
年
に

安
田
の
現
在
地
に
、
四
〇
〇
坪
を
手
付
金
一
割
の
納
入
で
売
買

契
約
し
ま
し
た
。
そ
の
秋
、
鶏
舎
を
建
て
た
が
完
成
前
の
十
月

十
三
日
大
風
で
倒
壊
し
た
。
残
る
も
の
は
借
金
だ
け
だ
っ
た
。

二
年
後
に
土
地
二
〇
〇
坪
を
売
り
、
残
る
二
〇
〇
坪
の
登
記

を
し
た
。
二
十
九
年
四
月
二
日
、
鶏
舎
と
バ
ラ
ッ
ク
建
の
家
が

出
来
、
三
人
の
子
供
を
連
れ
移
住
し
た
。
養
鶏
も
環
境
が
悪
い

の
か
、
咲
山
ほ
ど
に
は
産
卵
量
が
な
く
誤
算
で
し
た
。
三
十
年



に
は
四
人
目
の
三
女
が
産
ま
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
四
十
年
頃

ま
で
は
、
貧
乏
の
ど
ん
底
で
あ
っ
た
。
百
十
四
銀
行
と
苗
羽
農

協
に
多
大
な
借
金
が
あ
っ
た
。

四
十
年
頃
よ
り
少
し
ず
つ
生
活
も
良
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の

頃
妻
は
養
鶏
を
廃
業
し
衣
料
品
の
行
商
を
始
め
て
い
た
。
私
は

そ
の
こ
ろ
従
業
員
四
、
五
〇
名
の
小
さ
な
佃
煮
會
社
の
工
場
長

を
し
て
い
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
新
築
計
画
の
半
分
を
建
て
、
残
り
の
半
分

は
五
十
年
に
新
築
し
た
。
今
は
子
供
一
男
三
女
と
、
十
人
の
孫

が
い
ま
す
。
現
在
は
年
金
生
活
で
す
が
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

叔
母
さ
ん
夫
婦
は
終
戦
後
数
回
小
豆
島
に
会
い
に
来
ま
し

た
。
第
二
次
大
戦
中
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
人
へ
の
補
償
金
が

二
万
ド
ル
支
給
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
今
は
た
だ
、
亡
き
戦
友
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

【
解

説
】

第
六
十
師
団
（
矛
）
は
、
昭
和
十
七
年
二
月
師
団
編
成
と
な

っ
た
が
、
基
幹
と
な
っ
た
の
は
独
立
混
成
第
十
一
旅
団
（
独
立

歩
兵
第
四
十
六
～
五
十
大
隊
）
広
島
師
団
管
区
で
あ
っ
た
。
そ

れ
に
独
歩
三
個
大
隊
お
よ
び
野
戦
病
院
が
同
十
七
年
五
月
二
十

三
日
、
現
地
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。

警
備
、
清
郷
工
作
に
任
じ
て
い
た
が
、
昭
和
十
九
年
六
月
初

旬
、
軍
令
に
よ
り
第
五
十
五
旅
団
長
の
指
揮
下
に
入
り
、
淅
■

（
淅
江
省
、
福
建
省
）
沿
岸
の
作
戦
に
参
加
、
六
月
二
十
三
日

～
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
行
動
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
と
い
う
と
、
中
支
湖
南
省
に
お
い
て
は
湘

桂
作
戦
が
発
起
さ
れ
、
衡
陽
攻
略
戦
の
最
中
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

東
支
那
海
、
南
支
那
海
の
戦
局
は
逐
次
激
し
さ
を
増
し
、
敵
の

潜
水
艦
雷
撃
、
空
襲
も
頻
繁
に
行
わ
れ
、
淅
江
・
福
建
・
広
東

省
沿
岸
の
防
備
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ

て
、
淅
■
作
戦
、
温
州
攻
略
戦
が
実
施
さ
れ
た
。

独
立
歩
兵
第
四
十
七
大
隊
（
矛
第
三
三
一
八
部
隊
）
は
、
独

立
混
成
第
十
旅
団
隷
下
か
ら
、
師
団
編
成
に
と
も
な
い
改
編
さ

れ
て
、
第
六
十
師
団
隷
下
と
な
っ
た
（
昭
和
十
七
年
四
月
二
十

日
編
成
完
結
）

。
初
代
大
隊
長
は
陸
軍
大
佐
大
沢
勝
二
、
昭
和

十
八
年
九
月
陸
軍
大
佐
須
川
恒
雄
、
同
十
九
年
五
月
陸
軍
少
佐

後
藤
学
、
同
二
十
年
二
月
、
陸
軍
大
尉
堀
田
周
で
あ
る
。

編
成
当
時
は
江
蘇
省
蘇
州
に
お
い
て
同
地
付
近
の
警
備
な
ら



び
に
清
郷
工
作
。

昭
和
十
八
年
四
月
宣
興
県
宣
興
付
近
の
警
備
。

九
月
三
十
日
～
十
月
三
十
一
日
、
広
徳
作
戦
（
安
徽
省
南
部
蕪

湖
東
南
方
）
に
参
加
（
第
六
十
一
師
団
＝
鵄
部
隊
基
幹
）
す
。

以
後
、
宣
興
県
張
諸
鎮
付
近
警
備
。
漂
陽
県
漂
陽
付
近
警
備
。

七
月
二
十
三
日
淅
■
沿
岸
作
戦
に
は
後
藤
学
大
隊
以
下
約
八
〇

〇
名
出
動
、
残
置
隊
は
第
二
、
第
三
、
第
四
中
隊
を
基
幹
と
し

西
山
大
尉
留
守
隊
長
と
な
り
漂
陽
付
近
を
警
備
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
後
藤
少
佐
以
下
の
大
隊
主
力
は
独
立
歩

兵
第
二
四
〇
大
隊
と
な
り
、
残
置
隊
が
新
た
に
第
四
十
七
大
隊

を
編
成
し
前
任
務
を
継
続
し
、
宣
興
に
お
い
て
同
地
付
近
の
警

備
に
任
ず
。

復
員
完
結
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
（
復
員
時
の
人

員
一
、
一
二
〇
名
）

私
の
青
春
と
参
戦
の
実
状

―
生
還
後
の
感
想
に
つ
い
て
―
　 

山
形
県
　
滝
田
吉
郎
　 

先
代
父
・
忠
四
郎
の
長
男
と
し
て
当
地
に
出
生
、
西
郷
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
父
の
家
業
を
継
ぐ
。

当
時
青
年
学
校
に
お
い
て
厳
し
い
軍
事
教
練
を
受
け
、

ま
た
、

日
中
戦
争
も
熾
烈
極
ま
る
昭
和
十
五
年
七
月
五
日
、
臨
時
召
集

を
受
け
、
山
形
歩
兵
第
百
三
十
二
連
隊
・
第
五
中
隊
第
四
班
に

編
入
。
一
期
検
閲
ま
で
は
擲
弾
筒
班
に
て
猛
訓
練
に
励
ん
だ
。

や
が
て
十
一
月
と
な
り
、
戦
地
さ
な
が
ら
の
師
団
秋
季
大
演

習
に
参
加
し
た
。
実
戦
同
様
の
大
規
模
な
演
習
も
無
事
終
了
、

一
段
落
と
同
時
に
海
外
派
遣
の
■
も
耳
に
さ
れ
、
同
時
に
、
新

品
の
完
全
軍
装
の
品
々
が
す
べ
て
整
っ
た
矢
先
、
陸
支
機
密
に

よ
り
外
地
派
遣
が
急
変
し
、
意
外
に
も
召
集
解
除
の
命
令
が
出

た
。
し
か
し
隊
長
よ
り
「
こ
れ
は
一
時
的
で
、
健
康
に
注
意
し

て
の
待
機
で
あ
る
」
と
の
訓
示
を
受
け
、
一
旦
、
帰
郷
解
除
と




